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腎 癌 の 非 癌 部 に お け る ｓｔｅｒｏｉｄ ｓｕ 陥ｔａｓｅ の 発 現 に つ い て

一 組 織 化 学 お よ びｉｎｓ１ｔｕｈｙｂｒｉｄｉｚａｔ１㎝ に よ る 検 討 一

醐１１ 恵 ・ 中 沢 倶 子 ・ 相 川 英 三 （解音ヨ学 ・ 発 生 生 物 学）

西村 英樹 ・東 間 紘 （腎 臓総 合医 療セ ンター）

１２
．

Ｒｅｎａ互 ｓａｒｃｏ ｍ ａ

白 柳 慶 之 ・ 鬼 塚 史 朗 ・ 伊 藤 文 夫 ・ 前 田 佳 子 ・

大 島 直 ・ 木 原 健 ・ 中 沢 速 和 ・ 東 間 紘 （泌 尿 器 科）

１３． 腎 糸 球 体 内 マ ク ロ フ ァ ー ジ 浸 潤 か ら み た 小 児 期 紫 斑 病 性 腎 炎 の 検 討

木 ノ 上 啓 子 ・ 厳 部 元 史 ・ 松 永 明 ・１ 旧 洋 ・

伊 藤克 己 （腎セ ンター 小児 科）

堀 田 茂 ・ 中 山 英 普 ・ 川 島 真 由 子 （腎 セ ン タ ー 病 理 徴 査 室）

１４
．

ＩｇＡ 腎 症 に お け る 糸 球 体 内 ＰＤＧＦ 受 容 体 発 現 と ス テ ロ イ ド 治 療 の 関 係

内 藤 隆 ・ 大 図 弘 之 ・ 新 田 孝 作 ・ 湯 械 和 子 ・ 二 瓶 宏 （第 四 内 科）

座 長 久保長 生 （脳神 経外 科）

１５
．

Ｄｙｓｅｍｂｒｙｏｐｌａｓ乞ｉｃ ｎｅリｒｏｅｐ 愉 ｅｌｉ凄１ｔｕｍｏｒ （Ｄ Ｎ Ｔ） と そ の 類 似 疾 患 に つ い て

久 保 長 生 ・ 嶋 田 幸 恵 ・ 田 鹿 安 彦 ・ 日 山 樽 文 ・ 高 倉 公 朋 （脳 神 経 外 科）

至６． 福 山 型 先 天 性 筋 ジ ス ト ロ フ ィ ー の 胎 兜 剖 検 例 ： 胎 齢２０週 に お け る 大 脳 病 変

凶 本 智 子 ・ 小 森 隆 司 ・ 柴 田 亮 行 ・ 豊 田 智 里 ・ 小 林 糧 雄 （第 一 病 翻

近 藤恵 理・ 斉藤カ日代子 ・大 澤真 木子 （小 児移）

！７． 筋 萎 縮 性 側 索 硬 化 症 の 脊 髄 前 角 に お け る シ ナ プ ス の 変 化 に つ い て

佐 々 木 彰 一 ・ 谷 田 部 可 奈 ・ 近 藤 裕 美 ・ 堀 場 恵 ・

岩 田 誠 （神経 内科）

閉会の 辞 西川 俊郎 （第 二病 理学）

１． 費 壁 下 に 懸 垂 し た ｅｐ 舳 ｅｌｏｉｄ １ｅｉｏｍｙｏ㎜ａ

（亘ｅｉｏｍｙｏｂ１鵬ｔｏｍａ） の １ 例

（第 二病 理） 石山 茂・ 池田 郁雄 ・

西 川 俊 郎 ・ 笠 葛 武

症 例 は８２歳 の 男 性 で， 胆 石 ・ 胆 嚢 炎 の た め 手 術 目 的

で入院 した． 魍摘 術 中に胃 体下 部前壁 犬弩 寄り に胃壁

外 性， 有 茎 性 に 発 育 し た 腫 瘤 （大 き さ３．５ｘ４．５ｘ至．５

ｃｍ， 重 量２０ｇ）を 発 見 し 切 除 術 を 施 行 し た． 組 織 学 的 に

は 腫瘤 には類 円形 な いし多 角形 の腫 瘍細胞 の充 実性 で

上 皮様 配列 を示す 増 殖カ書みられ，
一 部に 紡錘型 の腫 瘍

細 胞 も 認 め ら れ た． 核 分 裂 の 頻 度 は 低 く （ｍ１ｔｏｔ１Ｃ

ｉｎｄｅｘ ２－３）
，

低 悪 性 度 な ｅｐｉｔｈｅｌｏｉｄｌｅｉｏｍｙｏｂｌａｓｔｏｍａ

と 考 え ら れ た
．

免 疫 組 織 学 的 に は Ｖ１ｍｅｎｔｉｎ， ｍｙｏ－

ｇｌｏｂ１ｎ 那 陽 性 で
， α一ｓｍｏｏｔｈ ｍｕｓｃ１ｅ ａｃｔｉｎ，

ｄｅｓｍ１ｎ，

Ｓ－１００タ ン パ ク は 陰 性 で あ っ た． こ れ ら の 所 見 は 通 常 の

平 滑筋 腫と 形態 と性 状が 異なる もの で細 胞起 源に論 議

淡 多 い． 平 滑 筋 細 胞 の ａｂｅｒｒａｎｔ 漆 分 化 に す る と す る

Ｅｎｚｉ㎎ｅｒ ら の 説 を 否 定 し 乏 な い． ま た， こ の 腫 瘍 で は

臨床症 状 は潜在 しか つ内 視鏡 的にも 見出 ぜな いこ と淡

多 い こ と カミあ り，
ま 花

，
再 発 す る こ と が あ る

．

２
．

Ｃ 型慢 性肝 炎に おける 細胞 接着 努子 の発 現 に関

する免 疫組 織学 的検 討

（消化 器内 科） 谷合麻 紀子 ・橋 本悦 子・

青 鹿 圭 子 ・ 石 黒 典 子 ・ 林 直 諒

（目 的〕 細 胞接 着分 子の Ｃ 型慢 性肝炎 肝組 織内 での

発 瑚こつ いて免 疫組 織学 的手 法を用 いて 検討 した．

〔対 象 と 方 法〕互ＦＮ 治 療 を 施 行 し た Ｃ 型 慢 性 肝 炎 で，

治 療 前雀５例， 治 療 後２⑪例 （ＩＦＮ 治 療 効 果 ： 著 効 ９ 例，

有効 ６例， 無効 ５例） から針 生検 にて 得ら れた肝 組織

を 無 固 定 凍 結， 薄 切 後 ア セ ト ン 固 定 し， ｉ娩 ｒＣｅｌｌｕ１ａｒ

ａｄｈｅｓ呈ｏｎ ｍｏｌｅｃｕｌｅ （玉Ｃ Ａ Ｍ）一１
，

ｌｙｍｐｈｏｃｙｔｅ－ｆｕｎｃ乞ｉｏｎ

ａｓｓｏｃｉａｔｅｄ ａ 鮒 ｇｅｎ（ＬＦＡ）一１，
ＣＤ 刎 に 対 す る マ ウ ス モ

ノク ロー ナル 抗体 を一 次抗体 と して酵 素抗 体問 接法に

て 免 疫 染 色 を 行 っ た．

〔結 果〕ＩＦＮ 治 療 前， ＩＣＡＭ－！は 劃 こ壊 死・炎 症 部 位

の 肝 細 砲 膜 上 に， ＬＦＡ－１は 浸 潤 リ ンパ 球 に， ＣＤ些４は 浸

潤 リ ン パ 球 と Ｋｕｐｆｆｅｒ 細 胞 に 発 現 を 認 め た
．

ＩＦＮ 治 療

後， 著 効 群 で は こ れ ら の 発 現 は 著 明 に 減 弱 し， 無 効 群

で は 変 化 を 認 め な い 例 が 多 か っ た．

３
．

幼 若 巨核芽球 の 出現 を主体 と じ ＭＤＳ 様所 見 を

＿ ２８８ 一



王３９

塁 した 商慶 盟小 板滅 珍⑳ 亘例

（第二 病饒 肉移茎夏，
三燦 二病 院病 院 病理 移，

呈懐 憾 大学 医学部 病院 病襲 秘）

番 場 彩 矛 ・ 鰯 衆 激 恵 ・ 州 肉 欝 代 鰹 ・

藤 蟹 饗 繁 ・ 安 繍 雅 矛 ・ 詫 嬢 斌 焚 ・

森 檎 樹 ・季爵羽 泥 彦∋・ 榎 本 康 弘聖〕

今 風 裁 刺ま商嬢 約醜 小擬滅 沙 馨塁 し欝 髄１こ 脳㊧脈

脇 梁 亀 上圃 憲 鰯 難 な 幼繋 墜 核 薄 球 の 糟滋脈 ＭＩ）Ｓ 様

所 箆 豪 認 め 稔 １ 例 奮 縫 験 し 恕 ⑳ で 毅 警 す る
．

療 例 は，

差臓 の 焚陛． Ｏ 鰹肉 幽滋 を童 識こ入 院． 跳 ７蟹棚，

Ｗ 既 ６，６⑪⑰ 〃， 腋 至
，

㈱ 狽． 管髄 穿鯛検 査上， ＮＣＣ

７７．３ｘユ８〉μ， 跳ｇ鼓 ３７，５メμ， 犬 塑 の 核 網 繊 細 な Ｎ／Ｃ

比 の 高 い 幼 若 細 鰹 の 増 滋 を 認 め た
．

巨 核 球 の ほ と ん ど

は 宋熟 で血 小板産 生 を示さ ず， 赤芽 球１こも異 型性 を認

め 花． ㎜ｅ総 蜘 ｒｅ 鮒 Ｓ 碗 舵 犬 塁 授 与１こ て 末 梢 血， 骨 髄

所 昆は 薯明１こ改善 し 磁小 繍ま亙 常化 し淀． 骨 髄組織 の

電 顕， 免疫縫 織掌 駒 検 勲こて幼 着綴 胞は 巨核 芽球 であ

る こ と 秘， 同 定 さ 批 淀、 幼 若 慶 核 芽 球 の 増 加 は

ａｙＳｍｅ蟹 飲 甜ｙ◎ 酌 ｅ§…Ｓ の 存 在 を 添 し て お り， 高 度 な 斑

小板 減 州 蛇 の疑 醗 と考吏 ら扱 淀．

４
．

繕核 奮合嫌 した 耳下 腺ワ ルチ ン獲 蕩の ヱ例

（簿 轟鰯 暇 麟｝ 蜘騎た く み・

畜魔 俊雄 ・繍 弗暫爽

逝隼繍 核 憾杜鐙 耀櫨 ⑳充 繋， 窒溝 泳撃 の筒上， 化 掌

療 漆の遼 鋼 こ 鰍 崎 ⑳ 穫懲 靭漢激滅 し， 矛後も 改欝 審

批て 慧稔
．

蔦 轟鰯 篠科 籟蛾１こ 捌夕る 繕核の 発療 は少 な

い も の の 蟹 篤 診 療吾こ潜ら 双 欝妾こ 念 頭１こ総 く べ 慧 湊 懲 で

ある． 今 圃紘 違１窒算下 醸農燈 鱈 蕩の 一つ である 算下 腺

ａ旋ｎｏ１ｙ㎜ｐ腕 鰍 （ワ 彩 チ ン 騒 蕩）１こ 繕 核 を 合 傍 し た １

例 を経験 した． そ の纏織 像１ま二 麿控 の好酸 性の 円柱 上

細 胞 と 籏 汎 な 壌 罷 像， 周 麗 ⑳ 肉 芽 形 成 を 認 め， 一 郡 に

ラ ン グ ハ ン ス 巨 綴 鰹 茄 認 あ ら 扱 た、 ま た 処 理 期 に 入 っ

て い た た め， そ の 数１ま極 め て 変 蝋 嚇 螢 兇 法， 並 び に

Ｚｉｅ１－Ｎｅｌｓｅな 染 亀 湊 で 長 標 淡 ⑳ 繕 核 菌 秘 認 め ら れ た．

ワル チ ン獲 激こ潟 芽反恋 串ラ ン グハ ンス 巨 細胞 を伴う

も の と し て１ま， ③ 績 梯 こよ る も の， ② サ ル コイ ド ー シ

ス に よ る も の， ③ シ ア ロ ダ ラ η 一１こお け る 造 影 剤 に

対 す る 反 旛 秘 あ１柏 批 る。 今 圃 縫 験 し 淀 の は ⑪１こよ る

もの で潜 り外 科鈎 鋤験と 衛鐙 の銃 繕核 翻の 投 割こて 経

過 観 察 瞭 で あ る．

５
．

爾 鰯顎下 駿鰻 綴発 添 し従擦 敏婁例 の 縄織 撃的検

謙

（算 轟鰯 燦 榊 曹燦 俊灘 ｝ 鵬 淀く み・

水 魯 陽 汲 ・ 籍 鰯 慈 ・ 漬 弗 哲 爽

最近 ５隼 敵こ両鰯 顎下 線魔藤 を添 し来院 し淀愚 讃２２

例 の検 討 を行っ 花． 療愚１嚢鰻 艦 顎下 鰹炎 豚 鮒 鮒 腫

蕩） 迅 例， 嬢 液 線 症 （Ｓ１壌 繍 棚 鰯１Ｓ１ 至茎例， 線 維 素 牲 唾

液 欝 炎 （Ｓｉ鼠１ｏ劃㏄ 搬１Ｓ 総 鮒 ｏ 鋤 萎 例， ア ミ 泌 イ 将 一

シ 汲 ２ 例， 懸 催 リ ン パ 鰹 婁 鯛， 嬢 蕊 療 至 例 で 彰 る．

醐ｔｔ附 腫 醐 蝦 薦 の嚢 紙 瀦炎， リ ンバ濾聰， 小 悶彬

細 胞浸 欄藷 特徴 扱す る炎縫 健湊 慈 ㌘ある． 線 維繁 燈嬢

液 欝炎 でツ ル トン欝ぷ 夢擁 繊慈 批恕 禽亀 妓リ ー鏡 は嫁

酸 球の集 積 淡藷 明で ア汐ル ギー の関 魯慈泳 駿塞 狐 る
．

唾 液腺症 の ９鰯 は女獲 で 脳 鮒 概１搬 敬 榊ｓ凄箏 無 月 縫を

示 し， 腺 房 の 腫 大 湯 溝 徴 で あ る． ア ミ 湿 イ 済一 シ ス は

血 管 周 囲 の ア ミ１コイ ド フ ィ ブ ” 励ミ観 察 さ 批 る． 悪 性

リ ン パ 腫 の １ 例 は Ｔ ｃｅ至至 リ ン パ 騒 飽 夏 榊 ま ＡＴＬ に

伴う 顎下 腺 腫脹 を示 し淀症 例で あっ恕、

６． 口 建 扁 乎 上 皮 癒 に お け る 熊３、 鵬 脚８， Ｘｉ・６７の

発現 に関 す る免疫 組織 化掌 釣績 討

（歯 科口 鰹外 樽， 沸 一 癒襲）

丸 闘 靖 吏 ・ 機 尾 慈 美 予 ・ 安 藤 智 簿 ・

桑 沢 隆 櫨 ・ 三 寓 慶 璃 ・ 蔑 肉 秀 樹 ・

小 林 複 雄韮

今 醐 ５療 例 の Ｏ鰹 篇 乎 上 皮 癌 塗 糠 襟 本１こ潟 い て 抗

ｐ５３撹体， 抗 ＨＳＰ卿航 体， 航 災１一欲航擁 登 鰍 Ｘ Ａ 跳

渕こて免 療染 亀登 旛行 し、 受の梁 亀縫 を鰯 廉繍 灘掌 酌

講顕 矛、 臨廉 所箆 を約欄 鰯 登検誠 し轍 讐 し淀
．

⑩ 分化痩 別 では鑑 分 稔 醐蒙落 鵬 獅§， 鮎 琶湖 発 親

め 塙 い傾 陶 で 滋つ淀． ⑧ 繍 鰯溺 で１凄遼 行 榊慧む 附 ６７

発踊 牽め塙 い傾 筒 で蕩っ 淀． 臨廉 縫遜 あの亭蟹関 では，

治療 前よ り頸部 リ ンパ 節転移 の み亀狐 浸緩 例で， 鮒 ６７

の 発 現 率カ 塙 く， 塞 花 遼 鰯 転 移 の み ら 槻 走 淀 例 で ぽ，

ＨＳＰ７０， Ｋｉ・６７の 発 現 率湯 塙 か っ 花． ③ ５ 隼 生 存 率 は

ＨＳＰ７０陽牲 群 で 鵬 Ｐ榊陰 控欝１こ沈べ て 猛 下頓 向 で，

Ｋｉ－６７高 度 発 現 群 に お い て も 低 下 頓 向 で あ っ た、

繕 語 ： 口 腔 扁 平 上 皮 癌１こ 繊 双 も ｐ５３， 資ＳＰ７ｅ， Ｋｉ－

６７は 他臓器 瀞 こ認め ら 扱る場 合と ぽ ぽ園様 凌発現 様式

を示 し淀、ま た 鵬 Ｐ湘， 豚６臓 ヨ 鰹轟 平上皮 癌の 予後

推定 困子 として 有霜 であ るこ ㍑ 添 駿さ 扱先．

７． 糖駁 矯ど 皿讐 どの かか 棚 ト 奄筋 内綴 小斑 管に

つい て一

（繁一 繍躍） 金 綴農 爽・

鐙鰯欝麗 刈 淋撰雄

騒逝， 糖 尿繍割 糠 徽こ 繊 Ｘ、 滋 微勤 綴の濫 鰺（賄Ｃ・

ｔｏｒ 醐 脚， 機鰯 醐 騨／繍 請 こ慈１砧 り心筋肉

ば籍綴 血欝 瘤畿 観察 で慈溌 ご ㍑ 喝 糟嚴 痛を 心筋 約細

小 血管 病愛 あの欄 関 縫嚇縮 鰯慈 批 む 嶋． ㍑ 叱 なが

一 ２８９一




